
 

ダム湖周辺の施設を安全に利用していただくために 

～一般利用施設等の安全利用点検の実施～ 
  

独立行政法人水
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木津川ダム総合管理所では、一般の方々に安全に

施設を利用していただくため、ダム周辺を訪れる方の増加が見込まれるゴー

ルデンウィークを前に、高山
たかやま

ダム湖（月ヶ瀬
つ き が せ

湖）周辺の一般利用施設等の安

全点検を実施します。 

 

日  時：令和６年４月１９日（金） １３時３０分～１５時３０分 

 

点検実施者：南山城村、相楽中部消防組合消防本部、京都府警木津警察署（高

山駐在所）（以上、参加予定） 

独立行政法人水資源機構 木津川ダム総合管理所 

 

 点検箇所：別添実施計画書のとおり 

 

※取材を希望される方は別紙にてお申込みの上、当日１３時２５分までに高

山ダム管理所にお越しください。 

 

 

令和６年４月１５日 

 

独立行政法人水資源機構 

木津川ダム総合管理所 

 

発表記者クラブ 

 ○学研都市記者クラブ  

 

問い合わせ先 

 

    独立行政法人水資源機構 木津川ダム総合管理所 

      高山ダム管理所 所長 吉 田（よしだ） 

        住 所：京都府相楽郡南山城村田山字ツルギ４３ 

        電 話：０７４３－９４－０２０１（代表） 

 

 



１．点検を重点的に実施する区域
以下の施設等の安全点検を実施します。

◇ダム湖進入路（貯水位変動域）

◇高山ダム管理用道路（管理所からダム堤体左岸の府道交差部までの区間）

◇駐車場等施設（管理所周辺、左岸広場）

 （参考）過去の点検実施状況

1班

2班

運転手

２．点検実施者

◇利用者代表（予定）

　・南山城村、相楽中部消防組合消防本部、京都府警木津警察署（高山駐在所）

◇ダム管理者

　・独立行政法人水資源機構　木津川ダム総合管理所

３．点検方法

・一般の方が施設を利用される上で、危険または支障の有無について、目視または触検により実施

します。

・特に、子供や高齢者などの立場・目線から点検を行います。

４．実施時期

令和６年４月１９日（金）　１３時３０分～１５時３０分（小雨決行）

高山
たかやま

ダムにおける「一般利用施設等の安全利用点検」実施計画書

［　　点　検　位　置　図　　］

　釣りやプレジャーボートなど多数の湖面利用者が訪れる場所となっているが、洪水調節
時と非洪水期には水没するため一般の利用に特に注意が必要であり、重点的に点検する。

　一般の通行に利用されているほか、駅伝大会、ダム見学などのイベントにも利用されて
いるが、道幅のせまい箇所など特に注意を要するため、重点的に点検する。

　ダム見学、各種イベント等において利用されるとともに、来訪者の休憩場所になってお
り、利用頻度が高く、利用時間も長いため、重点的に点検する。

高山ダム管理用道路

：点検ルート

ダム湖進入路

徒歩で下記施設の点検を実施

・ダム湖進入路（貯水位変動域）

・駐車場等施設（左岸広場）

・高山ダム管理用道路

・駐車場等施設（管理所周辺）

駐車場等施設

：点検対象施設

：点検対象道路

高山ダム

左岸広場

管理所周辺

至大河原

至月ヶ瀬

※大河原方面

通行止め



 

別紙 

 

 

報道機関申込用紙 

（一般利用施設等の安全利用点検） 
 

 

 

１．報道機関名                     

 

 

 

２．お名前                       

 

 

 

３．連絡先（電話番号）                 

 

 

 

下記宛先までＦＡＸにて送付いただきますようお願いします。 

 

■送付先  ＦＡＸ ０７４３－９４－０５３１ 

 

■ 送付期限 令和６年４月１７日（水）１７時 

 

  
 



高山ダムの概要
■ダムの諸元
ダム型式 ： アーチ重力式コンクリートダム
堤 体 積 ： 約213.9千m3

堤 高 ： 67.0m
堤 頂 長 ： 208.7m
湛水面積 ： 2.6km2

流域面積 ： 615.0km2

管理開始 ： 昭和44年8月

■ダムの目的
１．洪水調節
洪水被害を軽減するため、最大1,300m3/sから調節
を開始し､最大1,800m3/sを放流する。

２．不特定かんがい等
木津川沿岸の既成農地3,300haの既得用水として、
青蓮寺ダムからの補給量とあわせて、下流大河原地
点においてかんがい期に12m3/sを確保するため、半
旬平均で最大4.8m3/s補給すると共に、下流河川の
環境保全等のための流量を確保する。

３．新規利水
阪神地区の水道用水として5.0m3/sを供給する。

４．発電
関西電力（株）が設置した高山発電所で、最大出力
6,000kWの発電を行う。（最大使用水量14m3/s）

■貯水池容量配分図

（参考資料）

平常時最高貯水位 EL.135.0m
洪水期 6/16～10/15

洪水調節容量

35,400千m
3

非洪水期利水容量 49,200千m
3

不特定用水 31,700千m
3 有効貯水容量

上水道用水 17,500千m
3 洪水貯留準備水位 EL.117.0m 49,200千m

3

発電利用 ( 49,200千m
3
) 洪水期利水容量 13,800千m

3

不特定用水 4,700千m
3

上水道用水 9,100千m
3 総貯水容量

発電利用 ( 13,800千m
3
) 56,800千m

3

最低水位 EL.104.0m

堆砂容量

7,600千m
3

基礎地盤 EL.70.0m

12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

EL.137.0m

67.0m


